
【改憲・戦争阻止！大行進東京北部実行委員会呼びかけ】五條敦（と
めよう戦争への道！百万人署名運動・東京北部連絡会代表：板橋区）
／岡田英顯（「君が代」被処分者：北区）／高橋浩（元東京一般労
組東京音楽大学分会長）／一陽会労働組合（練馬区）／一般合同
労働組合東京北部ユニオン（豊島区）／ＮＡＺＥＮいけぶくろ（豊
島区）／無実の星野文昭さんを取り戻そう！東京北部の会（板橋区）

　東京北部地域（練馬区／板橋区／豊島区／文京区／北区）
の私たちは、練馬での「ミサイル避難訓練」、板橋区の自衛
官募集業務協力反対申し入れなどに取り組んできました。
　一緒につながっていきましょう。電話・メールをどうぞ。
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８月24日、岸田政権は漁民との約束を破り、福島第一原発の汚染水の海洋放出を強行しました。原発事故
で溶け落ちた核燃料デブリとじかに接した多核種・高濃度の汚染水を海に流す人類史上初の暴挙です（「ト
リチウム以外浄化」は大ウソ）。この歴史的暴挙を完全に居直り、マスコミをあげて「反対する者は中国の
手先だ」と分断と排外主義をあおる異様な姿こそ、戦争に突進する岸田の姿です。

米日による中国侵略戦争を阻止する決定的な
闘いが、沖縄ー本土を貫く「安保粉砕・基地撤
去」「出撃基地化阻止」の反基地闘争です。
今年、米戦略国際問題研究所（CSIS）など

米政府系シンクタンクが「台湾有事」への介入
と対中国戦争をシミュレートした報告書を相次
いで発表しました。そこで「要」と言われてい
るのが日本です。在日米軍基地からの出撃、日
本・自衛隊の参戦なしには中国との全面戦争は
遂行できない、と。シミュレートでは実際に、
米軍が嘉手納、岩国、横田、三沢の各基地から
作戦を展開し、これらの基地が攻撃されること
を想定しています。そして第二次世界大戦以来

の犠牲が出るが、「重大な死傷者に直面しても作戦を継続する必要性を認識せよ」と結論づけています。ま
さに、岸田政権の戦争国家化、日米同盟の強化、日米韓同盟の形成、激化する軍事演習や基地強化のすべて
が、中国との戦争をリアルに想定した戦争準備として進められているのです。
沖縄では辺野古基地建設やミサイル部隊の配備が問答無用で進められています。対中国戦争を想定した米

海兵隊と陸自の共同訓練「レゾリュート・ドラゴン23」が、今年初めて実際の「前線」とされる沖縄や九州
で行われようとしています(10/14～31)。中国への戦争
挑発であり、島丸ごと軍事要塞化への踏み込みです。
横田基地には７月12日、30年ぶりにＢ52戦略爆撃機

が飛来しました。司令部機能の強化とともに横田基地の
出撃基地化が狙われています。この中で、危険な訓練が
増え、オスプレイ10機態勢化が狙われ、騒音、落下事
故、PFAS汚染など基地被害が深刻化しています。
「沖縄戦をくり返すな」と不屈に闘う沖縄と連帯し、

今こそ帝国主義打倒の反戦反基地闘争に立ち上がろう。

米バイデン政権は、米の世界支配を脅かす中国・ロシアを転
覆する世界戦争を決断し「ロシアを抑えつけ、中国を打ち負か
す」（米国家安全保障戦略）戦争に突き進んでいます。岸田政
権が進める大軍拡、敵基地攻撃能力の保有、南西諸島のミサイ
ル基地化は、アメリカと一体で実際に中国と戦争するためです。
ウクライナ戦争も泥沼化しています。劣化ウラン弾で大地が

汚染され、若者が日々殺し合わされ、死傷者50万人。こんな戦
争一刻も早く終わらせなければなりません。米・ＮＡＴＯもプー
チンも手を引け! 米日による中国侵略戦争ー世界戦争・核戦争阻止、岸田打倒の反戦デモを巻き起こそう。

｢戦う覚悟だ｣
｢いざとなったら、台湾海峡
の安定のために防衛力を使う
という明確な意思を相手に伝
えることが抑止力になる｣

(麻生太郎、8/8台湾講演)

↑対中国戦争が岸田の本音だ

核兵器搭載可能な巨大爆撃機
が横田基地に飛来(7/12)

昨年 3月 9日　読売新聞

戦争・大軍拡進める岸田政権たおそう
「台湾海峡で戦争となれば、 
　日本は潜水艦や軍艦で戦　
　う。台湾の有事は間違いな
　く、日本の存立危機事態」
　　（1月8日　福岡県で）

対中国戦争の準備を許さない！
　政治資金パーティー裏金問題を「私は何も知りませ
ん」「納税するつもりはございません」と居直る自民
党の政治家たちに怒り爆発！　ところが岸田政権は今
年度予算案で7兆９４９６億円の大軍拡予算を計上。
昨年12月には「殺傷兵器」の輸出解禁とアメリカへ
のミサイル輸出を閣議決定。そして麻生副総裁が「台
湾有事で戦う」と繰り返し、今年に入って自衛隊の幹
部が靖国神社や宮古島の神社を集団参拝しています。
　防衛省が、昨年から「台湾有事」に向けて自衛隊
25万人から採血し、血液製剤を製造して南西諸島に
備蓄する計画を進めています（右図）。岸田政権は本
気で対中国の戦争をしようとしているのです！
　支持率約20％で危機に陥った岸田政権が他国の「脅
威」を煽り、外に向かって怒りをそらし、戦争に突き
進んでいるのです。絶対に許すことはできません。

世界戦争を絶対にとめよう！
　2022年 10月、アメリカは「ロシアを抑えつけ、
中国を打ち負かす」という「国家安全保障戦略」を
打ち出しました。世界支配を脅かす中国の体制を転
覆することを決断し、その戦略のもとでウクライナ
戦争や米国が全面支援するイスラエルのガザ侵略が
進められているのです。
　岸田政権が進める大軍拡、南西諸島のミサイル基
地化は、米国と一体で実際に中国と戦争するためで
す（左図はそのシミュレーション「CSIS報告書」）。

青年を戦場に送るな！自衛官は戦争拒否を
　練馬駐屯地など陸上自衛隊から多くの青年が対中国戦
争の最前線の沖縄・南西諸島や九州に送られています。
　同時に練馬駐屯地は、巨大な反戦デモが沸き起こった
時に治安出動する第１師団の司令部が置かれています。
　しかし、自衛官の皆さん、家族の皆さん！　腐った岸
田政権のために、若い命を落としてはなりません。私た
ちは３月17日に練馬駐屯地に戦争反対のデモと申入れ
をします。一緒に反戦の行動に立ちましょう！

自衛隊の血液
製剤調達体制
 のイメージ図

岸田政権は
本気で戦争を
やろうとして
いる！
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